




Integrated Educational Activities for Self-Expression in Fostering Kindergarten Teachers 
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役になって思いっきり手裏剣を投げて行動する必要性を
感じてもらうようにしました。本番で通してやってみて、
（宝仙学園幼稚園）園長先生の話（終了後の講評）の中
で、まだ恥ずかしさがあると言っていたので、役になり
きれていなかったと思いました。どろぼうも忍者も全身
で演じて、それが子ども達に伝わるととても良い劇にな
ったと思います。クラスの子ども達も私たちを見て忍者
になって思いっきり手裏剣を投げていたのですごく楽し
くできました。待っている間も常に忍者を意識した声か
けが必要だと気づきました。なので楽しさだけでなく、
イメージしやすいよう言葉や行動をもっと意識できれば
よかったなと思います。また、ピアノや楽器を取り入れ
ることによって、より雰囲気作りができて良かったと思
いました。このようなクリエイティブに遊ぶ体験を、子
ども達と一緒にすることができて、勉強になりました。」
「劇を行う準備として小道具の作成、台詞の入れ込み
等、劇を成り立たせてせる上で必要最低限の努力は自分
なりにした。班の中で自然と個別配慮やクラスの姿が話
題に出るよ　に話の流れを持って行き、意見を出す事が
できる様にした。当日の動きは、子ども達の動き、時間、
外（廊下）の様子を見て展開していった。台詞が飛んで
いる様子であれば、まとめて発言し、時間が余る様であ
れば台詞をゆっくり言う・アドリブを入れる・術の展開
を変える等して工夫した。今までの実習で見てきた子ど
も達の姿を照らし合わせて、声掛けをすることができた。
宝仙学園幼稚園で学んだことを活かせる活動であったと
考えている。反省点は、もっと前に出て指示すべきであ
ったと思う点だ。自己管理（精神面でも、身体面でも）
を最優先し、リーダーにはならなかったのだが、今まで
の作業をふり返ってみればリーダーになり、進んで活動
するべきであったと反省している。自分がどの位まで頑
張る事ができるかを把握し、できるようであれば、班を
引っぱる役を務め、引っぱっていく事が次の課題である
と考えている。」
5．まとめ
2012年度の「子ども会実習」は、作品創造と共に授業
のねらいをどのように学生たちに意識させたらよいかを
試みることであった。そのために設定した自己評価のポ
イントが、将来、保育者として子どもの表現をどのよう
に評価したら良いかを考える際の一つの視点の持ち方と
なりうることをくり返し強調したものの、このことをど
れだけの受講生が実感できたのか、レポートを見る限り
確信にまで至らなかった。本番に向けての毎時の振り返
りと課題の提示を繰り返しながらも、一貫したねらいに
対する意識づけが不十分であったと思われる。原因とし
て考えられるのは（1）実施時期と（2）指導体制である。
（1）実施時期
「3・4年次秋学期開講」には再考を要する。「子ども会
実習」本来の目的を達成するためには、受講生は少なく
とも「教育実習Ⅰ」を修了していることを求めたい。現
行のカリキュラムでは、「教育実習Ⅰ」が同時進行の形で
展開している。この時期には促成栽培的に意識や技術が
植えつけられるわけではなく、これまでの教室での学び
を振り返り、実習での実践的理解をさらに教室での学び
で確たるものとしていく必要がある。学生たちが試行錯
誤を繰り返しながらも次第にクラスごとの一斉活動や責
任実習に向けて意識的にも技術的にも子ども理解が深ま
る中でこそ、「子ども会実習」のねらいを実感できるはず
である。「子ども会実習」は、グループによる創造的な活
動であるから、今年度のように実習クラスを単位とした
グループ編成の場合、実習に寄与する側面も期待される
が、本来的には実習クラスの育ちは実習そのものから生
まれるものである。だからこそ、「子ども会実習」では、
受講生が個々の実習経験を生かしながらも実習クラスと
は異なるグループに所属し、実践的に活動することがグ
ループワークの効果をより高めるものとなる。
また、今年度の受講生のうち、7名は教育実習の履修
要件を満たしておらず、所属するクラスがなく、幼稚園
側と協議の上、一斉活動と同様に実施される保育室内の
「修行の場面」への参加を見送らざるを得なかった。この
7名の学生たちは「劇」部分を創り出すチームを編成し
たが、実際に子どもとの一斉活動的な体験がないまま、
想像力を頼りに場面ごとの子どもの様子を考えながらの
脚本作りとなり、やはり限界があった。
さらに、幼稚園の希望する冬期休暇前の公演時期は、
教育実習Ⅰの山場ともいえる「責任実習」の時期とも重
なり、多くの学生が実習と子ども会が両立できるか否か、
精神的プレッシャーと肉体的負担を抱える結果となる。
以上から、結論として、受講条件に「教育実習Ⅰを履
修していること」が付記されることで、授業の本来的な
教育目的が達成できると考える。
（2）指導体制
指導教員1名という現実施体制のままでは、本授業に
よる特色ある表現教育の指導は不可能であり、上記の履
修条件に加え、受講生数の制限が求められる。これは教
場の数にも関係し、少なくともゼミ程度の20名前後の少
人数クラスを複数運用するための教室等の確保が必須と
なり、さらに時間割編成上も著しい困難が予想される。
従って、「選択科目」としての特色を生かす意味でも、保
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保育者養成における総合的表現教育「子ども会実習」の実際
育者養成校として求められる一定水準以上の、質の高い
表現者を目指す学生のための少人数クラスによる演習科
目としての位置付けを望みたい。
（付記）
　本報告では、2012年度の「子ども会実習」を受講した学生
のレポートの一部を掲載しています。ここに紹介できなかっ
たさまざまな声から、学生たちが実習を通して多くの知見を
受けていることをうかがい知ることができました。宝仙学園
幼稚園園長田苗孝子先生をはじめとする宝仙学園幼稚園の先
生方および本学教育実習Ⅰ実習指導の先生方には、日程調整
をはじめ、演目の決定や授業の展開について、丁寧なご指導、
ご配慮をいただきました。ここに改めて感謝申し上げます。
